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令和２年度 厚生労働科学研究費補助金 
（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業）） 

妊娠初期の感染性疾患スクリーニングが母子の長期健康保持増進に及ぼす影響に関する研究 

 

分担研究報告書 

日本産科婦人科学会データベースを利用した妊婦健康診査に関する研究 
～感染症および10代妊娠の検討～ 

 
研究分担者 小橋 元1,2） 、西田恵子1,3）、細川義彦1,3） 

 

獨協医科大学 医学部公衆衛生学講座1）   

獨協医科大学 先端医科学統合研究施設 研究連携・支援センター2） 

筑波大学医学医療系産科婦人科学3） 

 

研究要旨 
日本産科婦人科学会周産期データベース（日産婦DB）に登録された2013年～2015年に分娩した合計の646,

152人の妊婦を対象に解析を行ったところ、TORCH感染症は、2013年から増加傾向を認めたが、入力バイア
スの可能性も否定できない。10代妊娠においては、BMIが低い傾向、基礎疾患の合併割合が有意に低かった。
一方、喫煙率とTORCH感染症の罹患割合が有意に高かった。また、死産や新生児死亡、形態異常、妊娠32
週未満での分娩割合が有意に高かった。一方、低出生体重やLFDの割合は有意に低かった。妊婦の感染症に
関しては2013年以降の同一フォーマットのデータを積み重ねることで、TORCHやクラミジアの推移を確認
できる可能性がある。今後は感染症以外の周産期合併症の危険要因（HDP、PPH等）についても検討を行い、
10代妊娠に関しても記述疫学、分析疫学を継続する予定である。 

 
Ａ．研究目的 
 日本産科婦人科学会周産期データベース（日産
婦DB）は、2001年に開始された全国的な取り組
みである。登録施設は、22週以降全ての出生お
よび死産について、母体の特性、母体基礎疾患、
妊娠の合併症、分娩の特性、新生児転帰について
の情報を産科医が特定のフォーマットで登録す
る。2013年より入力項目が大幅に改変され、よ
り臨床に即した詳細なデータセットとなった。登
録数は年々増加しており、2015年にはわが国の
全分娩の23.8％が登録されている。本研究は、こ
の日産婦DBを用いて、感染症および10代妊娠の
検討を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
 日本産科婦人科学会に利用申請を行い、承認を
受けた日産婦DB のデータのうち、2013年～20
15年に分娩祖行った合計の646,152人の妊婦を
対象とした。 
（倫理面への配慮） 
本研究は日本産科婦人科学会および獨協医科大
学生命倫理審査委員会の承認を受けた。 
 
Ｃ．研究結果 
 TORCH感染症は、2013年からはそれ以前に比
べてその割合が2倍以上増加している。 

10代妊娠においては、BMIが低い傾向、基礎
疾患の合併割合が有意に低かった。一方、喫煙率
とTORCH感染症の罹患割合が有意に高かった。
また、死産や新生児死亡、形態異常、妊娠32週
未満での分娩割合が有意に高かった。一方、低出
生体重やLFDの割合は有意に低かった。 

 
Ｄ．考察 
 TORCH感染症の増加については、2013年から

選択肢が「トキソプラズマIgM」や「風疹IgM」、
「梅毒」、「サイトメガロウイルス」など細分化
され、persistentIgMなども含まれている可能性
があるために、入力バイアスの可能性も否定でき
ない。 
妊婦の感染症に関しては、2013年以降のフォ

ーマットが同じデータを積み重ねることで、TO
RCHの推移やクラミジアの推移を確認できる可
能性がある。今後は、感染症以外の周産期合併症
の危険要因（HDP、PPH等）についても検討を
行い、10代妊娠に関しても記述疫学、分析疫学
を継続する。また、COVID-19流行の影響も検討
する予定である。 

 
Ｅ．結論 
 妊婦の感染症に関しては、2013年以降のフォ
ーマットが同じデータを積み重ねることで、TO
RCHの推移やクラミジアの推移を確認できる可
能性がある。今後は、感染症以外の周産期合併症
の危険要因（HDP、PPH等）についても検討を
行い、10代妊娠に関しても記述疫学、分析疫学
を継続する必要がある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 なし 
 2.  学会発表 
 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 

なし 
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今日のお話

•日本産科婦人科学会データベース

（日産婦ＤＢ）について

•感染症合併妊娠の割合

•10代の妊娠について
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